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金賞
◆2019富士フイルム営業写真コ
ンテスト入賞作品集をお届けし
ます。このコンテストも今回で
56回目を迎えますが、ここ数年
の営業写真の趨勢をみると、こ
れまでの「格調高く、品良く」
という、伝統と高い技術に裏打
ちされた営業写真のほかに、シ
チュエーションを活用した、い
わゆる情報量の多い写真もニー
ズの高まりが見られます。この
点では従来の格調高い営業写真
の研鑽のほかに、その技術をベー
スに時代のニーズに合わせた幅
広い表現力も求められるように
なってきました。

◆現実に、当コンテストにもロ
ケーションをはじめとして、こ
れまでに見られなかった斬新な
写真の応募が多くなってきてい
ます。
◆これを踏まえ、当コンテスト
は、営業写真の幅を拡げること
を念頭に置き、新しい写真の応
募も期待いたしますので、どし
どしご応募ください。
◆さて、今回の応募総数は9,188
点、応募者数2,851名という結果
になりました。
◆今回の審査で、審査員の方か
ら次のようなご指摘を受けてい
ますので、列挙してみます。
●今回の作品の傾向を見てみる
と、全体的にプリント品質は向
上している。撮影手法も年々変
わってきて、お客様のニーズに
対応し新しい表現に挑戦してい
る写真が多く見られた。
●子供写真ではニューボーン
フォトが増えているが、安易に
取り組むと赤ちゃんを危険にさ
らすことにもなりかねないので、
しっかりと勉強してほしい。
●ここ数年の傾向だがピント不
良の作品が多く見られた。表情、
構図、ライティングも良いのだ
が、ピント不良のために審査か
ら落ちた写真も多いので、気を
つけてほしい。

●カメラセンサーと六切プリン
トのアスペクト比の違いのため
に天地バランスの悪い作品が散
見された。
●七五三は優れた作品が少な
かったように思えた。売上げの
主軸なのでもう少し力を入れて
ほしい。
●婚礼・成人ロケーションで
は、営業写真というよりはコマー
シャルフォトのイメージでの表
現が多く、お洒落なのだが、幸
せ感がにじみ出ている写真は少
なかったように感じる。
●子供写真で、縁の太いロイド
メガネを故意に掛けさせている
写真が多く見られた。アクセン
トとしては良いかも知れないが、
演出しすぎの感が残る。
●トリミング、フレーミングを
せず、撮りっぱなしの写真が多
かった。プロの写真である以上、
しっかりしてほしい。
●写真集・アルバムについては
全体的にストーリー性に乏しく、
目に付いた作品は少なかった。
●ロケーションの雪や雨の表現
で、画像処理をし過ぎている写
真が目立った。自然さを損なわ
ない処理をしてほしい。
●マタニティーでは普段着で
撮っているものやシルエットで
撮っている、またはモノトーン
の表現など、好感が持てる写真
が多かった。

――以上の良い点、改善点を考
慮していただき、次回もまた意
欲あふれる作品を期待します。
作品集への掲載順は賞の順、写真館様所

在地の北から順、同一都道府県内は郵便

番号順で掲載しています。一部、レイア

ウトの都合上、順番の入れ替わりがあり

ます。

幅広い表現力が
求められる時代に……
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2019 富士フイルム
営業写真コンテスト入賞発表

2019富士フイルム
営業写真コンテスト作品集

「インスタ映え」　　川又康徳　㈱小貫写真館 PASEO NUEVO 水戸店（茨城）
デジタル一眼レフ　70～200ｍｍ　F3.2　1/200　自然光データ：

■選評

■喜びの声

楽しく、若さあふれる写真で、随所にプロならではの技術力の高さが感じられる秀逸な作品です。その技術の 1 つが、バランスの良さで
あり、これだけ自由に動かしている中で、計算しながら「まとまり」を演出しています。足元を斜め一直線に揃えながら、自由に楽しくポー
ジングさせ、それをスクエアサイズにして全員の輪、一体感を強調しています。また、これだけ奥行き感があっても、ライティングは破
綻なくしっかりと全員に綺麗に光が当たり、さらにレンズの焦点距離、絞りなどもあらかじめ計算して撮っていて、そうした事前の準備
がしっかりしていることを感じさせます。「インスタ映え」のタイトル通り、今の時代を感じさせる優れた作品です。

金賞ありがとうございます。若輩者の私でもこの素晴らしい賞をいただ
けたことに感動です。まずは、小貫写真館を選んでくださるお客様に感
謝します。そして、代表をはじめ私が撮影する環境を作ってくれるスタッ
フの皆様、日々支えてくれている家族に感謝の想いです。振り返れば
2015年「フロンティア賞」をいただいてから、これまでも入賞を目標に
応募はしていましたが、力及ばず選ばれることはありませんでした。昨
年も小貫写真館からは４名入賞者が出ましたが、私の名前はありません
でした。共に働く仲間の入賞に本来なら喜ばなくてはならないところで
すが、私は情けなさと悔しさで複雑な気持ちでした。その悔しさを糧に
写真に取り組んだ結果、出来すぎなぐらい良い報告をいただき、とても
うれしいです。写真のお客様は幼稚園からずっと一緒の友人同士、30歳
の記念で撮影に来館いただきました。さすが長い付合いだけあって息ぴっ

たり！お互いのことを理解しているような
ポジショニングにびっくりしました。撮影
中はとにかく「楽しい時間」になるよう心
がけました。皆様想像以上にノリノリで撮
影に向き合ってくれたこと、素敵な笑顔に
なってくれたこと、何より人生の節目に写
真館で写真を撮ろうと思ってくれた気持ち
に感謝しています。まだまだ未熟ではあり
ますが、今後もお客様にご満足いただける
撮影を目指して精進してまいります。この
たびは、本当にありがとうございました。

（制作ラボ：㈱プロカラーラボ）
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銀賞銀賞

「江ノ電待ち」　　伊東一平　伊東写真館（栃木）「継承」　　根本昌幸　㈱小貫写真館 PASEO NUEVO つくば店（茨城）
デジタル一眼レフ　70～200ｍｍ　F4　1/250　自然光デジタル一眼レフ　70～200ｍｍ　F8　1/125　ストロボ データ：データ：

■選評

■喜びの声

遠足の楽しさ、ワクワク感が表現された写真です。一般的な横並びの写真と違って、この写真には立体感が感じられます。天窓から入っ
てくる光がバックのブルーのポスターに当たり、上のシャドー部分とのメリハリ感があり、被写体との奥行き感が表現されています。「も
うすぐ電車が入ってくる」という期待感とともに「あまり出過ぎてはいけない」という、左足に力が入った緊張感、波打つような構図も
素晴らしく、グループが 1 つになった空気感や気持ちがそのまま描写されています。カメラマンがこの場所をあらかじめ知っていて撮っ
ていると思わせるような、完成度の高い写真に仕上げられています。

■選評

■喜びの声

お父さんの仕事に興味を持った表情と、それを優しく見守るお父さん。親子の情愛、対話が感じられる作品です。スタジオのなかに道具
を持ち込んでの撮影ですが、背景・テーブルを黒にして、お父さんの帽子の上をカットしたトリミングなど、２人の表情と仕草に目が行
くように誘導しています。お子さんの顔がしっかり見えながらもケーキが見えるカメラアングル、木ベラの高さと位置、絶妙なライトバ
ランス、どれをとってもしっかりと計算された高い技量が感じられます。スタジオでのこうしたシチュエーションはあまり例がなく、こ
れからのスタジオ写真の 1 つの方向性として考えていくべき写真の 1 つだといえます。

このたびは、素晴らしい賞をいただきまして誠にありがとうございます。
この富士フイルム営業写真コンテストで、スナップ写真が上位に選ばれ
るということは、初めてのことだとうかがいました。スナップ写真、特
に学校写真に力を入れてきた写真館にとっては、大変名誉なことだと心
からうれしく感じております。学校写真は、ポートレートやスポーツ写真、
舞台写真、建築写真、風景写真そして報道写真などなど、さまざまのジャ
ンルが含まれている幅も奥行きもある仕事です。そしてその中でも、ス
ナップ写真は、一番重要な、写真の基本中の基本である！と思っていま
す。スタジオ写真ほど高いお金をもらえるものではないかもしれません
が、スタジオ写真以上に、「次につながる」ジャンルです。
我々の業界には、学校の仕事をしている方が非常に多くいらっしゃいま
す。

にもかかわらず、このジャンルに関して、
長い間、情報共有や勉強会等開催されるこ
とはほとんどありませんでした。
セミナー等で各地にお邪魔することが多い
のですが、最近はとても素敵なスナップ写
真を撮る若手の写真家が増えてきています。
ぜひ、これからもスナップ写真に注目をし
ていただけますよう、よろしくお願いいた
します。でも次は営業写真で、このような
賞をいただけるようガンバリます！笑

（制作ラボ：㈱サトック）

このたびは栄誉ある銀賞をいただきありがとうございます。
「富士フイルム営業写真コンテスト」上位入賞は私の目標であり、素敵な
写真を残したいと思うモチベーションのひとつでもあります。
今回の受賞は、たくさんのお客様、小貫代表をはじめ写真館スタッフの
ポージング・美容・受付の皆様、偉大な先輩・先生方、一緒に勉強した
仲間たち、そして家族の支えがあってこそだと、決して自分ひとりでは
いただけなかったものだと感じています。
今後も何ごとに対しても謙虚に精進してまいります。
この写真は、ご主人のプロフィール撮影でご来館いただいたお客様でし
た。親子で１枚というお話になり撮影させていただきました。
撮影の際は、今回のタイトルでもある「継承」というイメージで、親か
ら子へ受け継がれていく場面が表現できたらと考えていました。

お２人の意識がどこに向かって、何で繋
がっているのかを意識して構図・ライティ
ングを作っていきました。
日頃私がスタジオで意識している「品と迫
力」がこの１枚から伝わるとうれしいです。
これからも富士フイルム営業写真コンテス
トが、素敵な写真やカメラマンを生み、写
真の技術・文化が受けつながれていくだろ
うなと思います。
本当にありがとうございました。

（制作ラボ：㈱プロカラーラボ）
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銀賞銀賞

「青のマタニティー」　　佐々木宏和　アトリエささき（愛知）
デジタル一眼レフ　24～70ｍｍ　F2.8　1/160　ストロボデータ：

■選評

■喜びの声

「ブルー」をテーマに、優しい自然光の中に包まれている女性を描写した写真です。画面右側に光が強く入っていて、窓からの自然光を
ストロボで表現しようとしたと思いますが、それが成功し、聡明感あふれる光になっています。洋服とバックも同系色で統一され、その
中で猫がきょとんとこっちを見ている表情、それを優しく見つめる女性とで優しさがあふれています。素足であることも、あたかも部屋
の中にいることを連想させ、日常を切り取ったような自然な描写力にカメラマンの高い力量が感じられます。衣装とバック、猫、素足、
色調、カラーハーモニー等、総合的に質の高い写真だといえます。

「夢に向かって」　　松山真彦　松山写真㈱（静岡）
デジタル一眼レフ　105ｍｍ　F1.8　1/250　ストロボデータ：

■選評

■喜びの声

これまでの営業写真の技術、考え方を継承しながらも、感性とアイデアでそれを進化させた作品だといえます。鏡を使って七分身と全身
を写し込む斬新な手法、そして表情も素晴らしく好感が持てる写真となっています。スポーツ系の写真は動きを要求する写真が多い中で、
無理なポージングをすることなく極めて自然で、少しだけ傾いていることで躍動感を感じさせています。ライティングは少し硬めですが、
それが男らしさを強調し、優しい表情の中にも力強さを感じさせます。また、肩の後ろに入っているバックグラウンドライトのような光、
鏡に映った足元の光も効果的で、メリハリ・立体感が演出され、プロとしてのテクニックが活かされています。

「ブルーグレーで撮りたい」
お客様と猫の瞳を見たときのイメージでした。

被写体の魅力を見つけ、それを壊さないようにすることが
僕の撮影の全てです。

「我が業は、我が成すにあらず。
我が業は、天の成す業」

お客様に巡り会えたこと。
お客様の魅力に委ねること。
天の采配に感謝し、作為がなく、媚がない。
そんな撮影をいつもしたいと思っています。

そんな風にして撮った写真に高い評価をしてくださり

心から感謝申し上げます。

たくさんの先輩方のご指導のおかげでここまでやって来
ることができました。
中でも福森さんとの出会いは僕の人生にとって、かけが
えのないものでした。
自然の道理にかなった写真づくり、心に響く言葉はいつ
までも僕の財産です。
そして福森塾の愛のある先輩や仲間たち。
どんな時も楽しくて、本当にありがとうございます。

最後に、勇気をくれる二人の息子たちと、側にいてくれ
る妻に
最大の感謝を込めて。
ありがとう。

（制作ラボ：オオタラボ）

このたびは銀賞をいただき誠にありがとうございました。
昭和58年に父が当富士フイルム営業写真コンテストで金賞を受賞して以
来、私にとって『富士フイルム営業写真コンテスト』は特別な思い入れ
のあるコンテストです。
これもお客様はじめ、日頃惜しみないご指導をしてくださる業界の先生
方や先輩たち、共に学ぶ仲間、プロラボの担当者、スタッフや家族への
感謝を忘れずにこれからも励んでいきたいと思います。
写真のお客様は、お宮参りから始まり人生の節目節目を当館で撮影いた
だいております。今回は小学校6年間夢中に取り組まれたバスケのユニ
フォームを着ての撮影です。写真館の雰囲気にも慣れており終始和やか
な撮影となりました。中学生になっても新しく変わるユニフォームを着
て思い出の1枚を積み重ねていってほしいものです。

今回の受賞はライティングを担当しまし
た当社の若いスタッフにとっても、これ
から先も写真に携わる上で大きな自信に
なったことと思います。また、もうひと
り入社7年目のスタッフも2年連続で入
賞することができました。私も年齢では
中堅の域に入りましたが、これからの写
真業界を担う若い皆さんの真剣な取り組
みに触れ、業界のけん引役となっている
ことを大変うれしく感じています。
新しい令和の時代が私たち写真業界に
とって明るく希望ある時代となるよう皆
で写真館を盛り上げていきましょう！（制作ラボ：㈱プロカラーラボ）
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銅賞銀賞

「さりちゃん」　　福田鎌一郎　㈲福田写真館（北海道）
デジタル一眼レフ　85ｍｍ　F2.8 1/2　1/60　ストロボデータ：

■選評

■喜びの声

ローキーな写真ですが、爽やかさや奥行き感を感じさせ、作者の巧みな技量を感じさせます。女性なので、一般的には柔らかい光とすべ
きところを敢えて強く当てていますが、これは恐らく一石二鳥を狙ったかと思われます。つまり、強くすることでこの女性の意志の強さ
を表現しながら、画面右側の背景に当たった光によりコントラバスを浮き立たせていて、それらを計算した上で撮影していると思われま
す。構図的にもコントラバスを斜めに持ちながら、女性の身体も斜めにして V 字の構成とし、そのバランスが絶妙だといえます。この構
図と立ち位置の関係で自然に中央に目が行くように構成され、作者の上手さを感じます。

「マタニティ」　　南谷大輔　㈲カトーフォトスタジオ（愛知）
デジタル一眼レフ　24～70ｍｍ　F2.8　1/125　ストロボデータ：

■選評

■喜びの声

お洒落なマタニティー写真です。ファッションポートレート風に仕上げられたこの写真は、髪をかき上げながら優しくお腹を見つめる女
性の表情と、ポージングも女性ならではの曲線を活かし、足も少し開き気味にして安定感を出し、お腹が大きく出ていなくてもマタニ
ティーを感じさせる表現になっています。これをモノクロで仕上げたところに高い感性が感じられます。ややもするとマタニティーとい
うのは生々しくなりがちですが、モノクロで表現することによりそれを感じさせず、自然に目に入ってきます。綺麗にマタニティーを撮
るという手法の 1 つとして、モノクロは新しい提案になるかもしれません。

ご両親のブライダルから百日記念、七五三、入学などなど・・・生まれる前か
らのお客様！ぱっちりとした目が印象的な、さりちゃん。
中学校三年間の想い出にエレキベースとコントラバスをもって来ていただいて
の撮影となりました。
ステキなご家族の中でいつもステキな笑顔、ベースもかっこよかったのですが、
大きなコントラバスを奏でるさりちゃんの姿がとても印象的でした。
小さく可愛らしく、泣いたり笑ったり・・・そんな赤ちゃんがどんどん成長し
てそれぞれに輝いていく姿を思い、グラスの琥珀色がにじんで見えるこの頃、
たくさんの ｢らしさ｣ を未来に残せるお手伝いができたらいいなと思っていま
す。
一番の目標である富士フイルム営業写真コンテスト、業界紙や講演などでしか
お目にかかれない凄い方々の祭典、帝国ホテルでの表彰式。
自分がそこにいるという夢のような時間、感謝感激です。

写真館という素晴らしい仕事ができる幸せ。い
つも御指導いただいておりますサークル「風」
の柴田昌勝代表、写真館のことを一から教えて
くださった内田雅之先生、北海道営業写真家協
会の伊豆倉淳代表をはじめ諸先輩､ 仲間、そし
ていつも支えてくれるスタッフや家族、お客様
に心から感謝を申し上げます。
これからもこの賞に恥じないように、おごるこ
となく一生懸命勉強していきたいと思います。
最後に素晴らしいコンテストを続けていただ
いている富士フイルムの皆様、本当にありがと
うございます。また、帝国に来られるように頑張ります！

（制作ラボ：富士フイルムイメージングシステムズ㈱）

このたびは名誉ある銀賞をいただき、誠にありがとうございます。
長年目標にしてきた、初めての上位入賞。発表の際に自分の名前を見つけたときは喜びと驚
きでしばらく手が震えていました。
モデルさんは、中学時代のご友人３人が同時期に妊娠したことがきっかけでお越しいただき
ました。
お一人は可愛らしいイメージ。お一人は明るく笑顔が素敵な方。
そしてこちらのモデルさんはとてもスタイルが良く、カッコ良いイメージの方でした。
マタニティの神秘的な姿、女性らしい優しさの中にも母になる強さ、それを表現できればと
思いました。
撮影中はお客様にブロワーを使っていただいたり、みんなでアイデアを出したり、同窓会の
雰囲気のような、和気あいあいとても楽しく撮影できたことを覚えています。
今回受賞できましたのも、素晴らしいモデルさん、そしてご友人のご協力あってこそで大変
感謝しています。
日頃より、写真だけではなく心技体、さまざまな面でご指導してくださる先生、諸先輩方、
互いに切磋琢磨しあい常に刺激を与えてくれる友人。そして常に研究し、いつもお客様と上

手くコミュニケーションをとり撮影しやすい空気感を
作って助けてくれるスタッフ。
すべての方々に感謝しています。
≪努力に勝る天才なし≫、≪最後まで諦めずに全力を
尽くすこと≫
との両親からの教えを忘れずに、これからも写真を通
して一人でも多くの人に笑顔を届け、幸せを実感して
もらいたいです。
そして「カメラマンになりたい」「写真業界で働きたい」
そう思ってもらえる人を増やし、写真業界がこれから
も発展していくよう微力ながら、努力していきたいと
思います。
本当にありがとうございました！

（制作ラボ：富士フイルムイメージングシステムズ㈱）
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■選評

■喜びの声

野球チームの写真ですが、こうした集合写真では、どう構成・配置していくか、またはどう表情を誘導していくかがポイントになります。
立ち位置・身体の傾きということでは、中央のキャプテンを中心に左右それぞれ円状に配置してチームワーク感を演出しています。また、
全員の表情に関しては、硬めの表情としたことで「かっこよく」というイメージがより強調されています。また、ライティングも、これ
だけ大勢の子供全員にしっかりと光が当てられており、適切なバックグラウンドライトと、足元のビネッター効果で子供たち全員を引き
立たせています。計算された巧みさを感じさせます。

■選評

■喜びの声

背景の本棚が女性を引き立てている、新しいタイプのポートレートだといえます。この写真は、プリントにディープマットを使用してい
ますが、これはコントラストを強くしてレトロ感等を出すときに効果的な印画紙であり、作者はそうした自分の世界を作り上げようとし
ている意識が感じられます。背景の左上と右下の対角線がシャドーとなっていて、それが画面を引き締め、その背景を活かしながら絶妙
な位置に座らせ、女性の表情と傾きでチャーミングさと知的な学生を演出しています。独特の世界観を作り上げようとするその挑戦が素
晴らしいといえます。

「カフェにて」　　和嶋智之　㈱ Satomi Noir 横浜ロイヤルパークホテル（神奈川）
ミラーレス　58ｍｍ　F2.8　1/250　自然光データ：

このたびは栄誉ある富士フイルム営業写真コンテストの銅賞をいただき、誠に
ありがとうございます。悲願の初入選！連絡をいただいた時には思わずガッツ
ポーズ！さらに、まさかの銅賞！次々とお祝いの電話やメッセージをいただき、
たくさんの方々のおかげで入賞できたのだと感謝の気持ちが溢れてきました。
これもひとえに当スタジオをご利用くださるお客様をはじめ、丁寧にプリント
を仕上げてくれるプロカラーラボの皆様、各業者様に感謝申し上げます。
写真のチームは「横浜金沢 V・Lux」という普段は元気な笑顔の絶えない子供
たちですが、いつもと少し違う「やるぞ！」の気持ちの一体感を意識して撮影
しました。「カッコイイ！」と喜んでもらえました。受賞の連絡をすると、す
ぐにお祝いパーティーを開いてくれ、子供たちとの再会と受賞を喜び合いまし
た。

最後になりましたが、修行時代よりずっと息子の
ように厳しくも温かくご指導いただき、たくさん
遊び、たくさん仕事をし、かけがえのない経験を
させていただいた富山県の根岸眞一郎先生、眞二
郎さんや根岸ファミリーには感謝しかありませ
ん。また風雲の会の柴田総長をはじめ、丸山先生、
メンバーの皆様や多くの諸先輩の方々のご指導の
おかげと心より感謝申し上げます。　共に頑張っ
てくれるスタッフ、見守ってくれた両親、支えて
くれる家族みんなありがとう！　これからも良い
写真、良い出会いを大切に、日々精進してまいります。

（制作ラボ：㈱プロカラーラボ）

前回優秀賞を頂戴し、今回はまぐれではないことを証明したくて発
奮しました（笑）
実は前回受賞後に転職をしまして、2つの写真館で賞をいただけたこ
とも大変うれしく思っております。
応募は全て自分の好きな自然光撮影のみとしました。温かい木の感
じと女性のニットの風合いがうまくマッチしたかなと思っておりま
す。久々のマニュアルフォーカスレンズで、ピント合わせに苦労し
ましたが（笑）
次回もまた、さらに上を目指せるよう、たくさん撮影の機会に携わ

れるよう努力します。
最後に、この場をお借りして、関わって
くださった全ての皆様へ御礼申し上げま
す。
ありがとうございました。

（制作ラボ：富士フイルムイメージング
システムズ㈱）

「仲間」　　相川 進　㈱ AIKAWA（神奈川）
中判デジタルカメラ　80mm　F6.3　1/125　ストロボデータ：
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「ウサちゃんと一緒」　　東畑達也　㈲トーハタ写真館 Laluce（静岡）
デジタル一眼レフ　85ｍｍ　F5.6　1/120　ストロボデータ：

■選評

■喜びの声

「Simple is Best」で、余計な物は取り払って、このお子さんに対して真正面から素直に撮っているところにこの写真の魅力があります。
七五三写真は、笑わせたり動いてもらったりして撮るケースがほとんどですが、この写真では笑うことなく「きょとん」とした表情の中
の大きい瞳が効果的に見る者に訴えかけます。ポイントはうさぎのぬいぐるみで、可愛い持たせ方と耳の部分が口元に重なって、大きく
可愛い瞳がより強調されて、素直さが表現されています。ライティングも最適で、とくにヘアーライトが綺麗で、暗いバックと相まって
立体感が表現されています。

「まるやま先生」　　滝澤一浩　タキザワ写真館（長野）
ミラーレス　16～55ｍｍ　F2.8　1/80　ストロボ+自然光データ：

■選評

■喜びの声

ストロボの光量、教室から漏れる光、バックの窓の外光、バックのボケ味、それらをすべて考慮して、ライティング、シャッタースピード、
光量を決めて撮影している技術力の高さを感じる作品です。こうした写真だと通常、背景の窓などが人物を邪魔するケースがありますが、
この写真ではそれが全くなく、逆に効果的に立体感を醸し出しています。バックを活かすためにカメラポジションを高くし、バランスを
考慮してバインダーを持たせ、さらに身体や顔を傾けていることで総合的に質の高い写真に仕上げられています。カメラマンとのコミュ
ニケーションがしっかりとれているからこその表情も、この方の人柄を感じさせます。

このたびは、栄誉ある富士フイルム営業写真コンテストの銅賞をいただき、誠
にありがとうございます。
２年連続で憧れの帝国ホテルでの表彰式の場に立てることが本当に光栄です。
うれしさと感謝の気持ちでいっぱいです。
もっと写真が上手くなりたい！もっとお客様の喜ぶ顔が見たい！そのために本
気で勉強しようと覚悟を決めスタジオ撮影を始めた８年前から、本当に多くの
素晴らしい出会いに恵まれてきました。たくさんの気付きや学びで導き続けて
くださる先生、諸先輩方。最高に楽しい時間の中で切磋琢磨しあえるチームト
リカワチップスと静岡県写真館協会青年部の皆、ＰＧＣの仲間たち。いつも綺
麗なプリントに仕上げてくださるプロカラーラボ様。ご縁ある全ての皆様に心
より感謝申し上げます。
今回入賞させていただいた写真は、とっても恥ずかしがり屋さんで、ちょっぴ

り人見知りな可愛い３歳の女の子です。少しず
つ近づいて様子を見ていると、ちょこちょこと
動き回っておもちゃを手に取り、ふと見せる仕
草や表情がとても可愛いらしく、笑顔だけでな
くそのままの姿と表情から彼女の内側からくる
感情も一緒に写し込めたらと思い、シャッター
を切りました。
これからも当館にお越しいただくお客様に写真
を通して幸せと感動を届けられるよう、全力を
尽くし、さらに高みを目指して精進し続けてま
いります。このたびは、本当にありがとうござ
いました。すべての出会いに感謝です！

（制作ラボ：㈱プロカラーラボ）

このたびは銅賞をいただき、誠にありがとうございます。
受賞の写真は卒業アルバム用の先生の個人写真であり、自分なりに学校
の雰囲気、この先生の優しくも元気な人柄を出させていただけたらと思
いシャッターを切ったのを覚えております。前から、この学校での個人
写真を撮影するならここでと考えていた場所と、光もこもれ日がちょう
どさし込んでいて、まさにグッドタイミングでした。また改めて撮影す
る前の準備（ロケハン等）も大事だと思いました。
お客様から必要とされる写真館としてスタジオ撮影を大切にしながら、
外出しての撮影ももっと取り組んでいきたいと思っております。最後に

なりましたが、有賀長敏先生、小林正明先生、
柴田昌勝先生をはじめサークル「風」の諸先
輩、ご同輩、志高き友人、アートカラーラボ
の皆様、大事な家族、たくさんのご縁ある方々
に感謝いたします。
本当にありがとうございました。

〈弱いから迷いがあるから一生懸命〉
（制作ラボ：㈱アートカラーラボ）
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「私のくまちゃん」　　フィスティク マーガレット　coco b. sweet（京都）
ミラーレス　56ｍｍ　F1.2　1/500　自然光データ：

■選評

■喜びの声

「可愛い」の一言に尽きるニューボーン写真です。小物を上手に演出してその可愛らしさを増幅させ、肌色の再現、バックとのカラーハー
モニー等、優れたテクニックを感じます。ニューボーンという撮影スタイルは、欧米の方が進んでいて、それなりの専門家や演出家もい
るなかで出来上がってきた文化です。日本でもニーズの高まりがあるので、これからの柱になる可能性もあり、挑戦していきたい分野の
1 つです。ただ、安易にやるのではなく、しっかりとした技術を得た上で、プロとして挑戦してほしいと思います。この写真はそうした
技術の裏付けがあって撮られている写真であり、レタッチを含めてプロならではの作品に仕上げられています。

■選評

■喜びの声

品格のある婚礼写真です。こうした和装写真は、伝統文化を美しく品良く継承していくという部分で失ってはいけない写真といえます。
この写真では、綺麗な振付けはもちろん、ライティングも自然光中心ながらも補助的にストロボを使用しハイライトを立てて、顔に程良
い綺麗な立体感を出しています。バックもアンバー調を表現するためにシャッタースピードを調整しているほか、カメラアングルを高め
にしていることと、床に当たっているまだら模様の自然光で奥行き感を強調するなど、計算しながら和装写真の形を作っています。単純
な型ものではなく、型ものを進化させた写真といえ、高い技術力が感じられます。

「雅輝くとき」　　西岡 亮　MERRY LaRaLa...Photo Studio（三重）
デジタル一眼レフ　70～200ｍｍ　F2.8　1/80　ストロボ+自然光データ：

このたびは、富士フイルム営業写真コンテストという非常に栄えある賞
にニューボーンフォトというまだまだ日本では認知度の低いジャンルの
写真で上位入賞できて、本当にうれしく思っています。私自身、約9年
前からこのニューボーンフォトという分野に特化して、プロフォトグラ
ファーとしての撮影を続けてきましたが、近年ではニューボーンフォト
を日本にもっと広める活動にも携わってきています。今回の受賞が、私
自身にとって非常に誇りある功績となるのはもちろんのことなのですが、
少しでもたくさんの人にニューボーンフォトを知ってもらうきっかけに
なったり、私と同じプロのフォトグラファーの道を目指す方、特に出産・
子育てをするママさんがプロとして働くきっかけになったりすれば素敵
だなと心から願っています。
また、私のような日本で活躍している海外出身のフォトグラファーにも、

このような貴重な賞をくださった富士フイル
ムさんにとても感謝しています。富士フイル
ムさんとは、フォトグラファー向けのセミナー
やニューボーンフォトグラファーのイベント
等で色々とお付き合いをさせていただいてお
り、それがきっかけで私自身も富士フイルム
の魅力に惹かれ、プリント商品やカメラ・レ
ンズなども日ごろから愛用させていただいて
おります。ニューボーンフォトとともに、富
士フイルムさんの今後のますますの発展をお
祈りしています。

（制作ラボ：㈱トミカラー）

結果発表を見たとき、隣りで息子が飛び跳ねて喜んでくれました。
栄誉ある賞をいただき誠にありがとうございます。
昨年から、上位入賞をいただけたら家族皆で東京へ行こうね。と、冗談交じりで話
していましたが、まさかこんなに早く叶うとは思ってもいませんでした。
入賞をいただけたのはお客様、お取引先様、ラボネットワーク様、業界の先輩と仲
間たち、そして家族のお陰です。『フジコン出したか？』が口癖だった父も喜んでく
れていると思います。
こちらの写真撮影は自然光がメインですが低い位置からの外光なので上半身へのラ
イトを補うためにフィルライト気味にコメットのスピードボックスで当てています。
振付けを母が、撮影を私がしたので親子で受賞をいただけた気持ちでいます。撮影
打ち合わせのときから魅力に溢れたお嫁さんだと感じていましたが被写体に恵まれ
たこともとてもラッキーでした。新郎新婦とご家族の皆様にも感謝の気持ちでいっ

ぱいです。
メリーラララフォトスタジオを選んでいただける
お客様へ、質の高い写真を提供できるように、こ
れからも『富士フイルム営業写真コンテスト』へ
応募し、自分の写真と全国から集まる上質な作品
と照らし合わせながら自分のレベルを理解し、技
術力をもっと高めていけるように精進します。そ
してまた、家族一緒に東京へ。帝国ホテル様へ来
られるように頑張ります。
このたびは本当にありがとうございました！

（制作ラボ：㈱ラボネットワーク）
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「頑張れ．未来のナース．」　　湯本千晴　ユモトカラースタジオ（徳島）
デジタル一眼レフ　100ｍｍ　F2　1/200　ストロボデータ：

■選評

■喜びの声

卒業式での写真ですが、優しく柔らかく、とても綺麗な光を作っていることが印象的です。白の清潔感が出ていて、同期で卒業するとい
う仲良し感、人間関係も表現され、爽やかで初々しい写真となっています。この３人の主役を強調するために、シャッタースピードを巧
妙に調整してバックを落とし、さらに最適なボケ味で主役を浮かび上がらせているところにプロの技量を感じます。また、卒業証書に角
度を持たせていることで、程良いレフ板効果で顔に綺麗な光が当たっていて、明るいイメージを強くしています。画面下の落とし方も最
適で、自然に綺麗な肌の３人に目が行くように誘導されていて、さりげない中でもプロの腕が光る写真になっています。

■選評

■喜びの声

タイトル通り、この姉妹のドラマを上手く表現した写真です。本物の鶏と卵をスタジオに持ち込んで撮影していることに驚きましたが、
それによって臨場感が表現されています。若い方が親の仕事を引き継ぐのは大変なことですが、それを明るく、姉妹で一緒に頑張ろうと
いう心が写し出され、好感が持てる写真になっています。コスチュームに合わせたバックの選択も最適で、明るさを助長しています。職
業写真というジャンルがあるように、スタジオに道具を持ち込んでもらって、カジュアルに仕事の写真を撮るという新しいメニューがあっ
ても良いと思います。そうした提案をしてくれるような写真です。

このたびは素晴らしい賞をいただきましてありがとうございます。祖父母・両
親の時代からユモトカラースタジオを大切にしてくださるワントゥワンの小林
様、岡本様をはじめ皆様方、いつも美しいプリントを仕上げてくださるプロカ
ラーラボ様に感謝申し上げます。
まさか自分が入賞できると思っておらず、正直なところ、うれしさよりも戸惑
いのほうが大きく、これからのカメラマン人生へのプレッシャーを感じており
ます。
受賞作品は、日頃からお世話になっている地元の看護学校様の卒業アルバムの
お仕事で撮影させていただいた写真です。学校にお邪魔すると、いつも笑顔で
先生方が迎えてくださり、業者としてではなく人として接してくれるあたたか
い場所で、日々の対応に感謝しています。卒業式の終了後に生徒さんに声をか
け、背景と生徒さんの立つ距離、被写体の顔にあたる光を考えながら撮影した

一枚です。
学校撮影を任されることの多い私は、生
徒さんのいい表情を撮影することを念頭
に置いて、声掛けの内容に工夫し、日頃
から生徒様と近い距離でいられるように
努力しています。
まだまだ未熟な私ですが、お客様に信頼
していただけるカメラマンになるため
に、背伸びすることなく自分自身と向き
合い、写真の知識・技術の勉強に励み、
楽しく元気に仕事をしたいと思っていま
す。これからもよろしくお願いします。

（制作ラボ：㈱プロカラーラボ）

富田先生とうとう上位入賞しました。
このたびは、栄えある富士フイルム営業写真コンテストの銅賞をいただきまし
て誠にありがとうございます。いつかは帝国ホテルでの表彰式に参加すること
を目標にしてきましたが、とうとう目標を達成することができてうれしさで
いっぱいです。
受賞写真は、お父様が経営する養鶏場の仕事を継いだ姉妹さんで、商品の販売
促進用で店頭に飾る写真を撮影した１シーンです。 
撮影に入る前によくお客様の話を聞き会話をしてこの姉妹さんに敬意を抱きま
した。
お二人は希望の職業を得て都会で充実した日々を送っていましたが、お父様が
病気になったのをきっかけに、仕事を退職され実家の仕事を継ぐ決意をされた
のです。そんな話を聞きながら、会話の中で感じた仕草や動きを大切にして、
健康的で明るい姉妹を表現しました。

今回銅賞を受賞できたのも、私に写真の基
礎と人としての生き方を教えてくださった
故・滝不二樹先生、公私共にご指導いただ
いています富田豊先生、川地清広先生、「写
真の良さを伝える会」の皆様、「かつみ会」
の皆様、諸先輩、業界の友人たち、いつも
丁寧な仕事をしてくださっているアートカ
ラーラボの皆様、いつも私の助手をしてく
れる母と妻そして子供たち、多くのご縁の
ある方々に感謝いたします。
これからもお客様の期待以上の写真が創れ
るよう、その人、その家族が写せるように
精進していきたいと思います。
最後に、長年このコンテストを続けてくださる富士フイルム様、本当にありが
とうございます。（制作ラボ：㈱アートカラーラボ）

「父の仕事を継いだ姉妹」　　内原誠美　写真のウチハラ（奈良）
デジタル一眼レフ　85ｍｍ　F13　1/200　ストロボデータ：
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銅賞

「the day of New York」　　木下 令　Decollte photography（兵庫）

■選評

■喜びの声

ニューヨークで撮影されたウエディングアルバムですが、ドキュメンタリーに近い撮り方ながらも、１枚 1 枚の写真の質が高く、お洒落
なアルバムに仕上げられています。「作者はニューヨークに住んでいるのではないか」と思わせるほど、場所を知りながら撮っており、
事前の準備をしっかりしていないと撮れない写真です。このアルバムを見ていると、一緒にニューヨークを散歩しているかのような印象
を持つほど情景描写が素晴らしいといえます。また、映画のようなシーンも出てきて、場面ごとのイメージ写真も上手く、カメラマンの
感性、ものの見方、気付き方には「これぞプロの仕事」と思わせるほど素晴らしいものです。

審査員
特別賞

「バレエ教室」　　重松洋介　㈱写真のトクダ（福岡）
ミラーレス　16～55ｍｍ　F6.4　1/60　ストロボ+自然光データ：

■選評

■喜びの声

透き通ったイメージの、可愛らしい、子供らしい写真といえます。強いバックライトを上手く使用して肌の質感を効果的に表現し、白に
包まれた優しい光の中で子供たちの純粋さ、素直さを表現しており、表情もそれぞれの個性が引き出されています。衣装もパステルカラー
でまとめていますが、先頭の小さな子と色の濃いコスチュームを着ている子がアクセントとなり、さらには頭の位置は同じで、足元を斜
め一直線にしていることで遠近感もあり、種々の面で計算された技術力が見えます。楽しそうな雰囲気を、眩しく輝くような白の中で表
現しているところにこの写真の魅力があります。

アルバム

このたびは素敵な賞に選出いただき、誠にありがとうございます。
思ってもなかったことですので、戸惑い半分喜び半分の何とも言えない気持ち
です。
本当にありがとうございます。
今回のアルバムは、お客様の中でも特に印象に残っているお客様のアルバムで
エントリーさせてもらいました。
撮影したのはニューヨークです。
今回は1ヶ月近く滞在していたときの、帰国前、最後のお客様でした。
この日は久しぶりに良い天気で、朝日がとてもキレイな日でした。
また撮影の終盤には、お嫁さんがお腹が減りすぎて言葉数が減ってきたのです
が、撮影終了後の食べっぷりにみんなで爆笑したのを思い出します。
これはアルバムには写っていませんが、私たちスタッフと、お２人はきっとこ

のアルバムを見ることでいつでも鮮明に蘇る思
い出になりました。
この賞をいただいたとき、まずはじめに知らせ
たのも写真に写るお２人でした。
とっても喜んでくださいました。
彼らが私を選んでくださったので、このアルバ
ムがあり、この賞をいただくことができました。
お２人のおかげでいただけた賞です。

このたびは本当にありがとうございました。
（制作ラボ：㈱ラボネットワーク）

このたびは、栄誉ある富士フイルム営業写真コンテストの銅賞をいただきあり
がとうございます。
目標の一つとしてこれまで目指していた上位入賞という念願を果たすことがで
き、本当にうれしく思います。
この発表があった瞬間本当に「えっ！！」と驚き、しばらく信じられませんで
した。
今回の写真はいつも撮影に来ていただいているバレエ教室の子供たちで、元気
いっぱいに撮影を行い、自然と笑顔と笑い声の絶えない撮影現場です。普段こ
の人数でこの場所を使うことはあまりないのですが、今回はいつも来ていただ
いているので、少し変化をと思い撮影しました。ライティングなどは背景をス
クリーン越しに自然光を入れて、補助光によって人物を出したもので、そんな
に難しく考えていません。今回の撮影でよかった点は、撮影時いつも一緒にス
タジオをやっている、もう一人のカメラマンとスタッフで楽しい雰囲気が作れ

たことが良かったのではと思っています。これ
からも撮影の際に楽しい現場を作れるように頑
張っていきます。
最後に今回撮影させてもらったバレエ教室の子
供たちと先生、写真館とは無縁の僕に写真のこ
とを教えてくださった、師匠の重岡富美雄さん、
道に迷ったときに、温かく受け入れてくださっ
た写真のトクダの徳田会長、そしてスタッフの
皆さん、写真について熱心に情熱をもって教え
てくださった、修平塾塾長の小﨑修平さん、ラ
ボの皆さん、僕をいつも支えてくれた家族のみ
んなに感謝いたします。
これからも、お客様に喜んでいただける写真を撮り続け、また一つでも上の入
賞ができるように精進していきます。

（制作ラボ：富士フイルムイメージングシステムズ㈱）

デジタル一眼レフデータ：

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10

表紙

裏表紙

11 12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 32 33 34

35 36 37 38 39 40 41 42

43 44 45 46 47 48 49 50

51 52 53 54

59 60 61 62

55 56 57 58
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優秀賞

「振袖モダン」　　ウジイ ユタカ　
ウジイフォトスタイル（山形）

「結婚記念日に」　　渡辺和志　㈱白いアトリエ（福島）

「成人ダンディー！」　　矢吹尚也　
㈲矢吹写真館（北海道）

ミラーレス　50ｍｍ　F2.8　1/250　ストロボ

デジタル一眼レフ　70～200ｍｍ　F2.8　
1/500　自然光

デジタル一眼レフ　85ｍｍ　F4　1/125　
ストロボ

データ：

データ：

データ：

「20歳の今」　　大井 大　
フォトグラフィック オオイ（神奈川）

「凛として」　　柳 祥平　㈱小貫写真館（茨城）

デジタル一眼レフ　85ｍｍ　F4　1/125　
ストロボ

デジタル一眼レフ　70～200ｍｍ　F2.8　
1/320　自然光 データ：

データ：

「AOI」　　齋藤 明　㈱スタジオ・サイトー（山形）

デジタル一眼レフ　F2.5～5.6　1/125～1/400
ストロボ　ストロボ+自然光　自然光

データ： アルバム
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優秀賞

「幼稚園って楽しいね」　　大西邦夫　
㈲スタジオ・クニ（愛知）

「パパ だ～い好き」　　安部宣秀　安部写真館（福岡）

「もうすぐ卒業」　　赤井大司　あかい写真館（和歌山）「あっはっぴーにゅういやぁ～」　　長谷川久代　
フォトスタジオシミズ（大阪）

デジタル一眼レフ　24～70ｍｍ　F7.1　
1/125　ストロボ

デジタル一眼レフ　24～70ｍｍ　F8　
1/125　ストロボ

デジタル一眼レフ　85ｍｍ　F2.0　1/200　
ストロボ+自然光デジタル一眼レフ　24～70ｍｍ　F2.8　

1/125　ストロボ

データ：
データ：

データ：
データ：
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テーマ賞 大人ポートレート写真

「
想
い
」

島
瀬 

航
　
シ
マ
セ
写
真
館
（
富
山
）

「
青
年
」

大
庭 

学
　
大
庭
写
真
館
（
静
岡
）

「
夢
を
調
理
中
」

竹
川
寛
樹
　
松
山
写
真
館
（
静
岡
）

「
絵
本
作
家 

ポ
ル
テ
ル
氏
」

「n
ic

e
 g

u
y

!

」

ヤ
ナ
セ 

セ
イ
ジ
ロ
ー
　
ヤ
ナ
セ
写
真
館
（
埼
玉
）

古
宮
清
秀
　
㈲
チ
バ
写
真
（
千
葉
）

「
ア
コ
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」

朝
風
恵
子
　
あ
さ
か
ぜ
写
真
館
（
北
海
道
）

「
フ
ー
プ
で
風
を
感
じ
る
」

植
村
栄
一
　
植
村
写
真
ス
タ
ジ
オ
（
東
京
）

「
妊
娠
中
の
美
し
さ
」

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」

「
い
ま
ど
き
」

K
U

R
B

A
N

O
V

 EV
G

EN
IY

　C
hepolinko

（
東
京
）

森
藤
ヒ
サ
シ
　B

LIS
S

（
東
京
）

梅
村
俊
司
　
梅
村
写
真
館
（
東
京
）
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テーマ賞 大人ポートレート写真

「
K
君
」

「
遠
い
記
憶
」

滝 

篤
史
　
㈲
写
真
館
か
つ
み
（
愛
知
）

神
達
麻
沙
史
　
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ 

ぱ
れ
っ
と
（
滋
賀
）

「
私
の
知
ら
な
い
私
」内

田
尚
吾
　
㈲
ウ
チ
ダ
写
真
舘
（
大
分
）

「
テ
レ
サ
」

児
島
大
志
郎
　
㈲
児
島
写
真
館
（
鹿
児
島
）

「
作
曲
家
U
氏
」

東 

邦
定
　
ス
タ
ジ
オ
エ
ー
ス
（
沖
縄
）

「
S
」

森 

一
生
　pashanova

（
愛
知
）

「M
r.

ダ
ン
デ
ィ
」

「
視
線
」

「R
in

」

島
田
健
太
郎
　
ス
ミ
レ
写
真
館
（
奈
良
）

阿
部 

学
　
あ
べ
写
真
館
（
岡
山
）

佐
々
木
拳
渡
　
ベ
ル
マ
リ
ア
（
福
岡
）

「M
IL

K
Y

 W
A

Y

」

岸
本
茂
樹
　K

iiim
on

（
キ
ー
モ
ン
）
（
島
根
）
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テーマ賞 家族写真

「
素
敵
な
親
子
で
す
ね
」平

井
貞
幸
　
㈲
平
井
写
真
館
（
神
奈
川
）

「
2
0
1
9
冬 

姉
妹
に
て
」　

向
山
み
さ
き
　
㈲
平
沢
写
真
館
（
長
野
）

「
大
き
く
な
あ
～
れ
」根

岸
賢
三
　
㈲
ネ
ギ
シ
ス
タ
ジ
オ
（
富
山
）

「
孫
た
ち
よ
」

「
お
そ
ろ
い
コ
ー
デ
」

中
村
美
緒
　
㈲
ナ
カ
ム
ラ
写
真
館
（
岩
手
）

佐
久
間 

剛
　
㈱
小
貫
写
真
館
（
茨
城
）

「
家
族
っ
て
い
い
ネ
！！
」

岡
村 

匡
　
㈲
岡
村
写
真
工
房
セ
ピ
ア
（
北
海
道
）

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
」

松
村
賢
浩
　
ま
つ
む
ら
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
（
神
奈
川
）

「
温
も
り
」

「H
a

p
p

y
 M

a
te

rn
ity

」

角
田
一
利
　
角
田
写
真
館
（
群
馬
）

金
子
貴
人
　
ス
タ
ジ
オ
パ
セ
ラ 

横
浜
関
内
店
（
神
奈
川
）

「
初
夏
の
日
」

高
野 

優
　
玉
川
髙
島
屋
写
真
館
（
東
京
）
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テーマ賞 家族写真

「
た
か
い 

た
か
ー
い
」　

「
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
」

田
内
光
裕
　
㈲
清
水
写
真
館
（
静
岡
）

大
西
真
人
　
㈲
ス
タ
ジ
オ
・
ク
ニ
（
愛
知
）

「
斐
川
平
野
に
て
」

崎
野 

裕
　
㈲
ス
タ
ジ
オ
・
ナ
ウ
（
島
根
）

「
父
に
な
る
・
・
・
」

上
林
弘
明
　
杉
田
写
真
館 

大
橋
ガ
ー
デ
ン
ス
タ
ジ
オ
（
福
岡
）

「
大
好
き
な
お
父
さ
ん
と
」

吉
田
茂
隆
　
吉
田
茂
隆
写
真
舘
（
宮
崎
）

「
西
浦
家
2
0
1
8
」根

岸
春
之
　
㈲
ネ
ギ
シ
ス
タ
ジ
オ
（
富
山
）

「
嬉
し
い
気
持
ち
」末

廣
佑
美
　
㈲
ス
タ
ジ
オ
・
ク
ニ
（
愛
知
）

「
田
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

塩
屋
大
輔
　
写
真
の
シ
オ
ヤ
（
鹿
児
島
）

「
夫
婦
円
満
が
元
気
の
秘
訣
！！
」

渡
辺
郁
実
　
㈱Decollte Photography Studio Tvb

（
大
阪
）

「
柔
道
一
家
」仲

嶺
真
弥
　
㈲
日
光
写
真
館
（
沖
縄
）
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テーマ賞 子供写真

「
パ
パ
、
離
さ
な
い
で
」

「
お
す
ま
し
」

齋
藤
千
恵
　
㈱
ス
タ
ジ
オ
・
サ
イ
ト
ー
（
山
形
）

寺
田
太
三
　
柏
髙
島
屋
写
真
館
（
千
葉
）

「
初
め
て
の
笑
顔
」Tsoy A

lina

　C
hepolinko

（
東
京
）

「
花
か
ご
を
見
る
少
女
」

稲
次 

寛
　
ク
ッ
キ
ー
ナ
ッ
ツ
・
ス
タ
ジ
オ
㈱
（
神
奈
川
）

「
少
年 

マ
キ
ー
ル
」　杉

山
彩
子
　
㈲
杉
山
ス
タ
ジ
オ
（
静
岡
）

「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
？
」佐

藤
公
哉
　
㈲
佐
藤
写
真
館
（
北
海
道
）

「B
e

a
u

tifu
l D

o
ll

」　

保
坂
さ
ほ
　
㈱H

.o
ffic

e

（
東
京
）

「
う
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」　

飯
田
聡
子
　
フ
ォ
ト
ピ
ア
（
東
京
）

「S
m

ile

」
吉
田
和
正
　
㈲
吉
田
写
真
館
（
茨
城
）

「
青
春
の
瞬
き
」　

吉
川
真
吾
　
や
ま
ざ
き
写
真
館
（
静
岡
）
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テーマ賞

「
パ
ン
ダ
組
の
み
ん
な
」

「
オ
レ
た
ち
最
強
兄
弟
！
」

「
2
歳
に
な
っ
た
ん
だ
」

「
み
ゆ
ち
ゃ
ん
」　

「
マ
ヨ
ラ
ー
」

「
バ
レ
リ
ー
ナ
」　

本
山
稔
彦
　
㈱
写
真
の
ト
ク
ダ
（
福
岡
）

山
下
顕
優
　
ス
タ
ジ
オ
ク
レ
ア
ー
レ
（
京
都
）

浅
田
秀
之
　
ア
サ
ダ
写
真
舘
（
兵
庫
）

矢
上
弘
幸
　
㈲
矢
上
写
真
館
（
鹿
児
島
）

宮
﨑
崇
弘
　
み
や
こ
写
真
（
福
岡
）

平
岡
義
弘
　
㈲
平
岡
写
真
館
（
広
島
）

「
お
シ
ャ
レ
な
姉
妹
」　

「
負
け
な
い
ぞ
っ
！！
」　

「
あ
の
夏
の
仲
間
」

太
田
順
二
　
す
み
れ
写
真
館
（
佐
賀
）

橘
薗
正
恵
　
め
ぐ
み
写
真
館
（
鹿
児
島
）

市
橋
弘
行
　
わ
か
ば
写
真
館
（
岐
阜
）

子供写真

「
笑
顔
」

湯
本
一
生
　
ユ
モ
ト
カ
ラ
ー
ス
タ
ジ
オ
（
徳
島
）



3534 ／／

テーマ賞

「
仲
良
く
七
五
三
」

「
七
五
三
」

「
ウ
キ
ウ
キ
入
園
」

須
藤
一
朗
　
ス
ト
ウ
写
真
館
（
青
森
）

渋
谷
知
宏
　
シ
ブ
ヤ
ス
タ
ジ
オ
（
秋
田
）

佐
直
和
春
　
㈲
佐
直
写
真
館
（
山
形
）

「
想
い
」

「
卒
業
」

「
お
し
ゃ
れ
な
ス
ー
ツ
で
」

岩
城 

丈
　
伊
勢
丹
写
真
室 

新
宿
店
（
東
京
）

長
谷
川
和
男
　
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー 

㈱
長
谷
川
写
真
館
（
新
潟
）

水
谷
友
里
恵
　
㈲
ス
タ
ジ
オ
・
ク
ニ
（
愛
知
）

入卒園・入卒学・七五三写真

「
頼
れ
る
お
姉
ち
ゃ
ん
」

宮
本
美
幸
　G

U
V

 P
H

O
TO

G
R

A
P

H

（
福
井
）

「
卒
業
夏
服
」

「
入
学
お
め
で
と
う
」

内
田
雅
之
　
㈲
内
田
写
真
館
（
栃
木
）

名
取
真
樹
子
　
恵
比
寿
三
越
伊
勢
丹
写
真
室
ア
レ
ー
ズ
（
東
京
）

「
ト
リ
ッ
キ
ー
」林 

隆
昌
　
㈲
ス
タ
ジ
オ
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
岐
阜
）
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テーマ賞

「
元
気
い
っ
ぱ
い
」

「
卒
業
」

「
兄
の
卒
業
記
念
」

秋
山
義
行
　
㈲
内
倉
写
真
舘
（
宮
崎
）

尾
崎
友
久
　
独
立
軒
写
場
（
宮
崎
）

矢
上
敬
一
　
矢
上
写
真
館 

都
城
店
（
宮
崎
）

「
卒
業
し
ま
し
た
～
」

「
成
長
」

「
パ
ン
チ
」　

「
七
五
三
」

永
原
正
行
　
な
が
は
ら
写
真
館
（
大
阪
）

河
田
年
弘
　
ス
タ
ジ
オ
エ
ミ
ュ
（
兵
庫
）

菊
池
剛
史
　
㈱
あ
か
ま
写
真
館
（
福
岡
）

荒
木
達
弥
　
は
こ
ざ
き
写
真
館
（
福
岡
）

入卒園・入卒学・七五三写真

「
私
の
作
品
と
」

宇
田
真
太
郎
　
㈲
宇
田
写
楽
館
（
三
重
）

「
友
情
は
こ
れ
か
ら
も
」

因
幡
明
弘
　
㈱
イ
ナ
バ
写
真
館
（
福
岡
）

「
僕
の
七
五
三
」

野
田
エ
イ
タ
ロ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
さ
な
写
真
館 

A
B
C
ス
タ
ジ
オ 

太
宰
府
（
福
岡
）
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テーマ賞 成人式・婚礼写真

「
雅
び
や
か
に
」

「
夫
婦
」

「
二
分
の
一
成
人
式
」

水
口
淳
子
　
ス
タ
ジ
オ
・
イ
ン
プ
レ
ス 

ノ
ー
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
店
（
新
潟
）

下
園
啓
祐
　studio TV

B

（
大
阪
）

長
尾
絵
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱D
ecollte Photography H

A
PISTA

 

堀
江
公
園
店
（
大
阪
）

「
笑
顔
」

「
こ
れ
か
ら
一
緒
に
。」

「
二
十
歳
の
想
い
」

「
私
、
ス
タ
イ
ル
」

「G
o

o
d

-b
y

e
 m

y
 lo

n
e

lin
e

s
s

」

大
町
利
夫
　
大
町
写
真
館
（
群
馬
）

武
藤
秀
英
　
㈲
秩
父
寫
眞
舘
（
埼
玉
）

加
藤
崇
寛
　
柏
髙
島
屋
写
真
館
（
千
葉
）

石
毛
良
二
　
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
タ
ジ
オ 

イ
シ
ゲ
写
真
（
千
葉
）

森 

正
光
　
ス
タ
ジ
オ
ア
ク
ア
浅
草
店
（
東
京
）

「
小
学
か
ら
の
い
つ
メ
ン
！
」

山
口
大
郎
　
㈲
山
口
写
真
（
埼
玉
）

「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
」　橋

本
真
弓
　
㈱
佐
藤
写
真
（
東
京
）
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テーマ賞

「
し
あ
わ
せ
」

「
二
十
歳
の
想
い
」

「
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
」

谷
崎
栄
二
　
㈱
ヤ
ヨ
イ
写
真
館
（
愛
媛
）

丸
山
健
太
郎
　
松
竹
写
真
館
（
愛
媛
）

鶴
田
一
雄
　
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
写
真
室 

㈱
杉
田
写
真
館
（
福
岡
）

「
成
人
の
春
」

「
は
た
ち
」

「
ロ
イ
ヤ
ル 

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」

湯
本
和
子
　
ユ
モ
ト
カ
ラ
ー
ス
タ
ジ
オ
（
徳
島
）

上
野
優
子
　
上
野
写
真
館
（
徳
島
）

栗
林
享
代
　
㈲
グ
ラ
フ
（
愛
媛
）

「
空
と
海
の
狭
間
で
」

樫
谷
誠
人
　
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ 

コ
ト
ブ
キ
（
香
川
）

成人式・婚礼写真

「
華
燭
」

廣
田
不
二
夫
　
ひ
ろ
た
写
真
館
（
愛
媛
）

「
じ
ゅ
ー
ん
ぶ
ら
い
ど
」

「
ハ
タ
チ
の
日
」

平
川
憲
一
郎
　
杉
田
写
真
館
（
福
岡
）

簑
田
憲
明
　
㈲
フ
ジ
写
真
館
（
熊
本
）
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テーマ賞 ロケーション・スナップ

「
こ
れ
か
ら
二
人
で
」

「
自
分
ら
し
く
」　

天
野
有
祐
　
天
野
写
真
室 ETH

O
S

 photograph

（
愛
知
）

河
野
剛
氏
　
㈱
リ
バ
ー
ズ
（
滋
賀
）

「
ザ
職
人
」

「
木
漏
れ
日
の
中
で
」

「
日
野
小
学
校
卒
業
生
」

元
藤
将
吾
　
ア
ト
リ
エS

hogo

（
千
葉
）

ト
ミ
タ 

イ
サ
オ
　
㈲
ト
ミ
タ
ス
タ
ジ
オ
（
東
京
）

丸
山 

玄
　
㈲
丸
山
写
真
館
（
長
野
）

「
燕
三
条
の
職
人
」

薄
田
和
輝
　
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ 

ウ
ス
タ
（
新
潟
）

「
お
気
に
入
り
の
場
所
で
」

「
ふ
た
り
の
世
界
」

高
橋
祐
宇
　
ハ
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
北
陸
店
（
石
川
）

日
高 

優
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　

㈱D
ecollte Photography Studio Tvb

（
大
阪
）

「
お
め
で
と
う
！！
」

下
宮
伸
一
　shim

om
iya photo offi

ce

（
長
野
）

「
降
雪
の
洞
川
温
泉
」

三
澤
陽
輔
　
ス
タ
ジ
オ
T
V
B 

奈
良
店
（
奈
良
）
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テーマ賞 ロケーション・スナップ

「
受
け
継
が
れ
る
歴
史
」

尾
崎 

積
　
独
立
軒
写
場
（
宮
崎
）

「
雅
」

「
夏
夕
の
思
い
出
に
」

福
島
隆
二
　
㈱
杉
田
写
真
館 

ホ
テ
ル
日
航
熊
本
写
真
室
（
熊
本
）

吉
田
舟
邦
　
吉
田
写
真
館
（
熊
本
）

「
前
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

「
な
か
よ
し
」

「
未
来
」

「
桜
満
開
」

「
家
族
と
」

「S
e

v
e

n
te

e
n

」 齊
藤
真
也
　
斉
藤
写
真
館
（
佐
賀
）

松
尾
勝
彦
　
写
真
の
松
屋
（
福
岡
）

中
島
了
一
　
神
宮
写
真
館
（
宮
崎
）

松
本
隆
夫
　
写
真
の
七
光
（
熊
本
）

笹
原 

剛
　
㈲
堀
尾
写
真
館
（
愛
媛
）

篠
原
隆
浩
　
㈱
ヤ
ヨ
イ
写
真
館
（
愛
媛
）

「
世
界
遺
産 

熊
野
本
宮
大
社
に
て
」

亀
田
俊
太
郎
　
フ
ジ
ノ
写
真
館 studio Fourth

（
和
歌
山
）
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　「発表のときが休日で、同僚の仲の
良いカメラマンから金賞受賞と聞い
て『冗談でしょ』と信じていません
でしたが、午後になってネットを見
て自分が金賞であることを知り、驚
きました。社長からも『おめでとう』
と声を掛けられましたが、まさか自
分が……となかなか実感が持てませ
んでした」と語るのは、2019 年富士
フイルム営業写真コンテスト金賞受
賞者の川又康徳さんです。
　川又さんが勤務する茨城県・小貫
写真館パセオヌエボは、明治25 年創
業の老舗で、現在は本店の水戸店と
支店のつくば店で営業展開していま
す。老舗というと、どうしても「古い」
というイメージが先行しそうです
が、4 代目の現社長・小貫久史氏によ
って2000 年に現在の地に本店を移
転、アメリカ・サンタバーバラのス
ペイン風の街並みをイメージしてデ
ザインされたという斬新でお洒落な
店舗で、館内どこでも撮影可能なオ
ールロケーションスタジオとなって
います。
　また、外観がお洒落なだけでなく、
写真そのものも品質レベルが高く、
今回の川又さんの金賞受賞以前に、

社長の小貫久史氏が2013 年に金賞
受賞しているほか、今回の2019 年に
おいてもつくば店の根本昌幸さんが
銀賞受賞、柳祥平さんが優秀賞を受
賞（以前にフロンティア賞も受賞）
するなど、カメラマン全員が高い技
術力を持っていることが実証されて
います。現社長の小貫氏の、写真に対
する熱い思いが社員に伝承されてい
るといえます。

写真の経験がなく
ゼロからのスタート

　そのなかの1 人が川又さんで、同
スタジオに入社して9 年目、35 歳の
若手カメラマンです。大学を卒業し
て東京都内の紳士服の店で働いてい
ましたが、26 歳の時、御尊父の健康
状態の悪化により、地元茨城県に戻
っています。そして再就職先探しと
なりましたが、この時に「写真」とい
う字は全くなく「綺麗なところで仕
事がしたい」という思いだけだった
そうです。当初、ブライダル関連の仕
事を探したそうですが、そのなかに

「写真」の仕事があり「写真を撮る仕
事って素敵だな、やってみたい」とい
う思いが強くなり、写真スタジオに
絞って就職先を探し、第一社目が小

貫写真館パセオヌエボだったので
す。「お店がお洒落で綺麗で､小貫社
長の考え方にも深く感銘を受け、後
日『当スタジオで働きませんか』と
のご返事をいただきましたので、二
つ返事で入社させていただくことに
なりました」と川又さん。
　2010 年、26 歳で入社し、カメラマ
ンのアシスタントとしての仕事が始
まりました。とはいえ、それまで写真
の経験がなく、全くのゼロからのス
タートですので、当初は、あたふたす
る日々が続いたそうです。ややもす

ると「空気」のような存在に
なってしまいがちになるこ
とから、自ら進んで機材のこ
とを勉強したり、とにかく意
欲的に撮影に関する知識を
習得していきました。
　
社員全員でスキルアップ
を目指す

　そして撮影を覚える転機となった
のが、2012 年につくば店に行くこと
になって、そこで今回銀賞を受賞し
た根本昌幸さんに撮影のイロハを教
わったことでした。「素人でも分かり
やすい教え方をしていただき、つく
ば店にはトータルで3 年ほどいまし
たが、撮影の難しさや自分で作り上
げるという満足感、楽しさなど全て
を教えていただきました」と話して
います。
　その先輩である根本さんが富士フ
イルム営業写真コンテストを重要視
していたことから、川又さん自身も

「このコンテストは撮影技術を学べ
る機会でしたので、上位入賞は目標
でしたし、今の自分がどのレベルに
あるかを知るきっかけにもなりまし
た」と。目標としていたことが、2015
年のフロンティア賞受賞で芽吹き、
そして今回の金賞という形に結実し
たのです。
　写真業界に入って9 年目という短
い期間で金賞に輝いた背景には、本
人の努力はもちろんのことですが、
置かれた環境が良かったということ
も挙げられます。技術面でトップに
小貫社長がいて、川又さんはその教
えを根本さん、柳さんを通して教わ
る、といった構図です。
　また、その技術向上の風潮は、全社
的な取り組みの一つであり、カメラ
マンが撮影した写真はその日の内に
9 カットずつ選び、ネットを介して

社員全員が見て意見を出し合うそう
です。社内的に、写真を見てスキルア
ップしていくという流れができてい
るのです。

写真館の枠を超えた撮影法を学び
表現力が広がって……

　さらに、小貫社長が主宰している
ポートレート実践コースというプロ
写真家が受講するテクニック講座が
あり、川又さんはそれにもスタッフ
として参加しながら、受講生と一緒
になって勉強したそうで、それもス
テップアップの大きな要素になりま
した。1 クールで4 ～５回撮影実践、
それを4 クール受講しています。
　「その講座では、写真館の枠を超え
た自由な発想での撮影法を学び、表
現の幅の広がりという面でとても勉
強になりました」と川又さんが話す
ように、実際に撮影するのは写真館
スタイルだとしても、表現の引き出

しが増えたことが大きいと語ってい
ます。
　このように、教えてもらう環境が
整っていたわけですが、ただ単に一
方的に教わるだけでは金賞に結びつ
きません。教わったことを吸収し、そ
して自分なりに昇華させていかなけ
ればなりませんが、川又さんの場合
はそこに努力を惜しまなかったこと
が実を結んだといえます。
　「今、カメラのスペックが上がって
きて、アマチュアでも良い写真を撮
る時代のなかで、プロとしての存在
意義が問われます。撮るのはカメラ
等機材ではなく、人（プロ）ですので、
私たちは、パフォーマンス、エンター
ティナー性を交えながら、お客様が
満足、感動、そして喜んでいただく写
真を撮っていく必要があります。そ
れを目標に今後も勉強を続けていき
たいと思っています」。今回の金賞受
賞に驕ることなく、これからも謙虚
な姿勢でスキルアップを目指す川又
さん。今後のさらなる飛躍に期待し
ます。

金賞作家を訪ねて

2019富士フイルム営業写真コンテスト
金賞作家を訪ねて……茨城県水戸市　小貫写真館パセオヌエボ　川又康徳さん

教えてもらったことを自分なりに昇華……それが金賞に結実

川又康徳さん（右）と小貫社長
あらゆる空間が背景に…
オールロケーションスタジオ

アメリカ・サンタバーバラのスペイン風
の街並みをイメージした店舗デザイン 店内もお洒落な雰囲気に包まれて
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2019富士フイルム
営業写真コンテスト入賞作品
発表展のご案内
2019年12月20日（金）～ 27日（金）
10：00 ～ 19：00（最終日は14：00まで）
富士フイルムフォトサロン／東京
〒107-0052 東京都港区赤坂9-7-3 フジフイルム スクエア 1F
TEL. （03）6271-3351

東
京
展

2020年3月20日（金）～ 26日（木）
10：00 ～ 19：00（最終日は14：00まで）
富士フイルムフォトサロン／大阪
〒541-0053 大阪市中央区本町2-5-7 メットライフ本町スクエア（旧大阪丸紅ビル）1F
TEL. （06） 6205-8000

大
阪
展

2020年1月24日（金）～ 29日（水）
10：00 ～ 18：30
富士フイルムフォトサロン／福岡
〒812-0018 福岡市博多区住吉3-1-1 富士フイルムビル 1F
TEL. （092） 510-4800

福
岡
展

2020年2月21日（金）～ 27日（木）
10：00 ～ 18：00（最終日は14：00まで）
富士フイルムフォトサロン／名古屋
〒460-0008 名古屋市中区栄1-12-17 富士フイルム名古屋ビル 1F
TEL. （052） 204-0830

名
古
屋
展

2020年4月10日（金）～ 15日（水）
10：00 ～ 18：00
富士フイルムフォトサロン／札幌
〒060-0042 札幌市中央区大通西6-1 富士フイルム札幌ビル 1F
TEL. （011） 241-7366

札
幌
展

2019富士フイルム営業写真
コンテスト作品集

発　行
発行所

令和元年12月1日
〒141－0031　東京都品川区西五反田3－6－32
富士フイルムイメージングシステムズ株式会社
富士フイルム営業写真コンテスト事務局　03（6417）3770

スタジオメモ継承
187

2019富士フイルム営業写真コン　　  テスト表彰式、盛大に開催
日頃の努力と技術・感性の向上意欲でレベルアップ

2019富士フイルム営業写真コンテスト入賞作品は
富士フイルムホームページでもご覧になれます。  

※本書は本コンテストに応募いただいた写真館様に、お届けさせていただきます。
※本書に掲載の写真の著作権は、各撮影者に帰属します。無断使用、無断転載は一切禁止します。

http://fujifilm.jp/promotion/shashinkan/contest/index.html

　営業写真の質的向上と業界発展に寄

与することを目的に開催されてきた富

士フイルム営業写真コンテストは、半

世紀を超える歴史を経て、営業写真市

場のなかで最大規模を誇るコンテスト

へと成長を遂げてきました。

　56 回目を迎える今回も、毎年恒例と

なった「2019 富士フイルム営業写真コ

ンテスト表彰式」を9 月11 日、東京・日

比谷の帝国ホテルで開催、上位入賞者なら

びに入賞作品制作ラボが参集しました。

　表彰式の冒頭、富士フイルム株式会社

の助野社長は次のように挨拶しました。

　「本日は、上位入賞、おめでとうござ

います。皆様方の日頃のたゆまぬ努力

と、技術・感性の向上意欲の成果がここ

に表れたものと敬意を表します。この

コンテストは、写真館で撮る写真の価

値を高め、お客様に喜んでいただける

営業写真を作るために技術研鑽の場と

いうことで昭和35 年からスタートしま

した。今回、56 回目を迎えるわけです

が、全国の写真館・フォトグラファーの

皆様から9,100 点を超えるたくさんの

ご応募をいただきました。特に今年は

写真館以外のフリーカメラマンの方々

の応募も増え、従来にはない新しい写

真表現に取り組まれた作品も多く、ま

た、写真館からの応募作品も時代を引

っ張る営業写真を作っていこうとする

皆様の強い意志が感じられました。

　私共富士フイルムは、1934 年以来、写

真文化の普及・発展に取り組んでまい

りました。写真はいつの時代においても

大切な思い出や記録として人生に不可

欠なものであり、見る人を幸せにさせ、

感動を呼び起こすことができるもので

あります。これからも写真の価値を追求

し、業界の発展に寄与できるようにメー

カーとして取り組んでいきます。

　最後に、このたび上

位入賞を果たされた

皆様、今後も素晴らし

い写真を撮影いただ

き多くの人に感動と

喜びを与え、そしてい

つまでもお客様に親

しまれる写真を撮り

続けていかれること

を期待します」

　　　
   ニーズの変化に
   対して新しい撮影方法も

　この後、富士フイルムイメージング

システムズ株式会社の西村社長により

コンテストの経過報告が行われました。

　「応募作品の全体傾向として『大人

ポートレート写真』と『家族写真』の部

では、写真館ならではの迫力ある力作

が目を引きました。そして、最近の若い

お客様の撮影ニーズの変化に対応し

て、新しい撮影方法に挑戦されている

方も多く見られました。

　さて、各テーマごとの作品の傾向に

ついて報告します。

　『大人ポートレート写真』の部では、

特別な空気感を醸し出した“プレミア

ムポートレート”的な写真が目を引く

ようになってきました。“働く姿”の写

真では、働く道具やグッズをスタジオ

に持ち込んで、写真館ならではのライ

ティングやカメラワークを駆使した表

現が見受けられました。

　また、スクール写真といえば“子供”

が撮影対象でしたが、最近は“学校の

先生”を廊下や教室で撮影する写真が

増えてきており、スクール写真の領域

の広がりを感じる写真が目を引きました。

　『家族写真』の部では、真っ白な壁を

バックに使ったり、おしゃれに作り込

んだ立体背景を使った作品が増えてき

ました。また、ストロボを使わずに窓か

らの自然光でナチュラル感を出した作

品も多く、家族でのポージングを工夫

したりなど力作が多くありました。

　『子供写真』の部では、生後2 ～3 週間

のニューボーン写真が多くなってきま

した。新生児を扱うデリケートな撮影

なので、しっかりとした知識とノウハ

ウ・技術を習得してから撮影いただき、

安心・安全な撮影テーマに育ってほし

い新規の分野です。

　『入卒園・入卒学・七五三写真』の部

では、グループでの卒業写真で微笑まし

い、新しい感覚の写真が多くありまし

た。特に部活動の卒業記念グループ写真

は、地域の子供とのつながりが深まる撮

富士フイルム株式会社
代表取締役・COO

助野 健児

富士フイルム株式会社
イメージング事業部長

宮﨑　剛

富士フイルムイメージングシステムズ㈱
代表取締役社長・執行役員

西村　亨

影として、成人後の撮影機会にもつなが

る商材ですので、多くの写真館さまに広

げていただきたいと思います。

　『成人式・婚礼写真』の部では、男性成

人式写真で力強さを表現する写真が多

くなってきました。婚礼写真では屋外

ロケ撮影が大幅に増えており、最近の

若い女性の“屋外ロケ撮影ニーズ”が確

実に高まっているのを感じました。

　『ロケーションスナップ』の部では、

フリーカメラマンからの応募が増えま

した。欧米で流行っている新しい撮影

スタイルの写真が多く見受けられ、変

化するユーザーニーズへ対応している

フォトグラファーが増えてきているの

を感じました」

　続いて表彰式に移り、金賞の川又康

徳さん（茨城県・小貫写真館）をはじめ、

上位入賞者と制作ラボに対して助野社

長から賞状・賞金・記念品が手渡され

ました。受賞者を代表して金賞を受賞

した川又さんが挨拶にたち、まずは関

係者に対して感謝の言葉

を述べたのち「私が写真

を教わっているなかで、こ

んな教えがありました。

『写真って毎日撮るから上

手くなるわけではない。ど

ちらかというと、階段のよ

うにジグザグと成長して

いくもの。その階段の幅が

大きいか小さいか、それは川又さん次

第だよ』という言葉でした。果てしなく

高い頂上を目指し、日々の仕事に取り

組むことでお客様に満足していただけ

る写真を提供できると信じています。

この富士フイルム営業写真コンテスト

があるからこそ、私たち営業写真家の

技量が高められるものだと思っていま

す。本日はありがとうございました」と

述べられました。

　この後、全員での記念写真撮影、そし

て受賞パーティーが開催され、富士フ

イルム株式会社の宮﨑イメージング事

業部長の挨拶、乾杯の発声で開宴。宴の

途中、恒例となった受賞者全員による

1 分間スピーチも行われ、和やかな雰囲

気のもとに進められ、午後7 時過ぎに全

てのスケジュールが終了しました。

助野社長から表彰を受ける金賞作家の川又さん

受賞者とそのご家族の皆さん




